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今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、吉
田
松
陰
の
妹
、杉
文
を
中
心
に
松
下
村
塾
で

学
ん
だ
志
士
た
ち
の
姿
を
描
い
た
群
像
ド
ラ
マ
。
志
士
た
ち
も
海
防
の
任
に
就
き
、

攘
夷
運
動
を
展
開
し
た
京
急
沿
線
の
幕
末
を
探
訪
し
ま
す
。

江
戸
か
ら
近
代
へ
。

激
動
の
時
代
を
旅
す
る

  
花
燃
ゆ
の
時
代
の
京
急
沿
線

　
黒
船
来
航
の
シ
ー
ン
で
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
に
も
た
び
た
び
登
場

し
、
文
の
兄
、
吉
田
松
陰
も
黒
船

を
見
に
訪
れ
た
浦
賀
。
こ
の
浦
賀

を
は
じ
め
と
す
る
三
浦
半
島
が
海

防
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸

中
期
の
こ
と
。

　
18
世
紀
末
に
な
る
と
日
本
近
海

に
異
国
船
が
頻
繁
に
来
航
す
る
よ

う
に
な
り
、
19
世
紀
初
頭
か
ら
三

浦
半
島
の
要
所
に
は
次
々
と
陣
屋

幕
末
史
を
見
つ
め
て
き
た

京
急
沿
線

2



が
置
か
れ
、
台
場
が
築
か
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
江
戸
湾
に
出
入

り
す
る
船
の
船
改
め
や
海
難
救
助

な
ど
を
担
っ
て
い
た
浦
賀
奉
行
所

も
、
海
防
の
拠
点
と
し
て
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
、
ペ

リ
ー
が
来
航
す
る
と
、
幕
府
は
こ

れ
ま
で
の
海
防
拠
点
に
加
え
、
品

川
台
場
を
急
造
す
る
な
ど
翌
年
の

再
来
に
備
え
る
が
、
１
８
５
４

（
安
政
元
）
年
に
日
米
和
親
条

約
が
、
１
８
５
８
（
安
政
5
）

年
に
日
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結

さ
れ
る
と
、
品
川
近
辺
（
高
輪
か

ら
芝
）
の
寺
に
公
使
館
な
ど
が
置

か
れ
、
京
急
沿
線
は
外
交
の
舞
台
、

同
時
に
攘
夷
の
舞
台
と
な
る
。
そ

し
て
１
８
６
３
（
文
久
２
）
年
に

は
高
杉
晋
作
ら
に
よ
る
英
国
公
使

館
焼
き
討
ち
事
件
※
が
起
こ
る
の

で
あ
る
。

（
幕
末
人
物
・
用
語
解
説
→ 

P9
）

燈明堂付近から見た浦賀の海。　※英国公使館焼き討ち事件：1863年1月31日（文久2年12月12日）

NHK大河ドラマ「花燃ゆ」
井上真央が吉田松陰の妹で久坂玄瑞の妻
となるヒロイン、杉文を演じ、激動の長州
藩の運命に翻弄されながらも、新しい時代
へと松陰の志を引き継いでいく姿を描く。
E 放送予定／毎週日曜日
　 NHK総合 20:00〜20:45ほか

品川

横浜

京
急
線

浦賀

三浦海岸
三崎口

3



異
国
船
来
航
。

干ほ
し

鰯か

・
海
運
の
町
、浦
賀
は

海
防
の
地
と
も
な
っ
た

浦賀港。沖に黒船が現れると、
多くの人が黒船見物に訪れた。

　

異
国
船
来
航
以
前
、
浦
賀
は
肥

料
の
干
鰯
を
扱
う
干
鰯
問
屋
が
立

ち
並
ぶ
港
町
で
あ
っ
た
。
江
戸
初

期
に
建
設
さ
れ
た
和
式
灯
台
の
燈

明
堂
は
、
港
に
出
入
り
す
る
船
の

安
全
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

ペ
リ
ー
も
来
航
時
に
航
行
の
目
安

と
し
た
。

　

１
７
２
０
（
享
保
５
）
年
に
奉

行
所
が
下
田
か
ら
浦
賀
に
移
さ
れ

る
と
、
全
国
か
ら
江
戸
に
集
ま
る

商
品
の
検
査
や
集
荷
・
運
送
を
行

う
廻
船
問
屋
が
大
い
に
繁
盛
し
た
。

　

そ
ん
な
浦
賀
で
は
、
社
寺
や
商

家
、
蔵
な
ど
に
彫
刻
や
鏝こ

て

絵
が
施

さ
れ
、
現
在
、
西
浦
賀
の
叶
神
社

社
殿
の
欄
間
や
拝
殿
天
井
の
見
事

な
彫
刻
や
、
同
神
社
や
川
間
町
内

会
館
の
軒
下
な
ど
に
芸
術
的
な
鏝

絵
を
見
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
町

を
歩
く
と
、
所
々
に
往
時
を
偲
ぶ

4
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5

古
い
民
家
が
残
る
。

　
そ
し
て
異
国
船
が
来
航
す
る
よ

う
に
な
り
江
戸
湾
防
備
の
拠
点
と

な
っ
た
浦
賀
に
は
、
浦
賀
奉
行
所

跡
を
は
じ
め
幕
末
の
歴
史
を
伝
え

る
史
跡
が
残
る
。
東
浦
賀
で
江
戸

時
代
か
ら
明
治
・
大
正
期
ま
で
続

い
た
旅
館
・
徳
田
屋
に
は
、
幕
末

に
は
佐
久
間
象
山
を
は
じ
め
多
く

の
武
士
や
文
化
人
が
泊
ま
っ
た
。

東浦賀の古い町並

1. 叶神社（西浦賀） 	E 横須賀市西浦賀1-1-13
		  E 浦賀駅から徒歩15分

2. 燈明堂（復元）	 E 横須賀市西浦賀6
		  E 浦賀駅から「千代ヶ崎経由京急久里浜駅」行き
		  バス「燈明堂入口」下車、徒歩5分

3. 川間町内会館	 E 横須賀市西浦賀5-23-8
		  E 浦賀駅から「千代ヶ崎経由京急久里浜駅」行き
		  バス「西浦賀4丁目」下車徒歩4分

4. 浦賀奉行所跡	 E 横須賀市西浦賀5-17現・住友重機械工業川間社宅
		  E 浦賀駅から「千代ヶ崎経由京急久里浜駅」行き
		  バス「西浦賀4丁目」下車徒歩5分

5. 徳田屋跡	 E 浦賀の渡船、東渡船場（東浦賀2-22先）からすぐ
		  E 浦賀駅から徒歩15分

　

三
浦
海
岸
駅
近
く
に
あ
る
三
浦
市
南

下
浦
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
１
８
４
７
（
弘

化
４
）
年
に
幕
府
が
置
い
た
、
海
防
陣
屋

の
跡
で
あ
る
。
陣
屋
を
長
州
藩
が
護
っ
て

い
た
時
代
に
は
、
文
の
兄
・
梅
太
郎
、
小

田
村
伊
之
助
（
揖か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

）、
桂
小
五
郎

（
木
戸
孝
允
）、
伊
藤

俊
輔
（
博
文
）
も
任

務
に
就
い
て
い
た
。

E 三浦市南下浦上宮田3274（南下浦市民センター内）
E 三浦海岸駅から徒歩2分

 「
花
燃
ゆ
」と
京
急
沿
線

海
防
陣
屋
跡

2

1
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１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
、
ペ

リ
ー
が
久
里
浜
に
上
陸
す
る
と
、

京
急
沿
線
は
海
防
の
拠
点
か
ら
一

転
、
諸
外
国
と
の
窓
口
と
な
る
。

　

開
国
に
際
し
て
は
、
浦
賀
か
ら

日
米
修
好
通
商
条
約
の
批
准
書
交

換
の
た
め
の
遣
米
使
節
に
随
行
し

た
咸
臨
丸
が
出
航
。
こ
の
際
、
咸

臨
丸
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
勝
海

舟
は
航
海
の
無
事
を
祈
っ
て
東
浦

賀
の
叶
神
社
境
内
の
井
戸
で
水み

ず

垢ご

離り

を
し
た
後
、
裏
手
の
明
神
山
で

断
食
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
品
川
周
辺
も
開
国

後
、
攘
夷
の
波
に
翻
弄
さ
れ
る
。

列
強
は
、
江
戸
湾
や
交
通
の
要
衝

で
あ
る
品
川
に
近
い
こ
と
か
ら
港

区
の
寺
に
公
使
館
な
ど
を
置
い
て
、

外
交
の
拠
点
と
し
た
の
で
あ
る
。

京
急
線
近
く
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が

高
輪
の
東
禅
寺
に
、
フ
ラ
ン
ス
が

三
田
の
済
海
寺
に
最
初
の
公
使
館

を
置
い
た
。

　

し
か
し
、
攘
夷
を
掲
げ
る
志
士

た
ち
は
こ
れ
に
反
発
。
特
に
東
禅

寺
は
二
度
襲
撃
に
遭
う
な
ど
、
数

々
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。

咸
臨
丸
、
浦
賀
か
ら
出
航
。

京
急
沿
線
は
開
国
後
、

外
交
の
舞
台
と
な
っ
た

1

　

１
８
６
３
（
文
久
２
）
年
、
品
川

御
殿
山
に
新
た
に
建
設
中
の
英
国
公

使
館
を
、
長
州
藩
の
高
杉
晋
作
、
久

坂
玄
瑞
、
井
上
聞
多
（
馨
）、
伊
藤

俊
輔
ら
が
襲
撃
。
高
杉
ら
は
品
川
宿

の
妓
楼
、
土
蔵
相
模
に
集
結
し
た
後
、

御
殿
山
に
向
か
っ
た
。
土
蔵
相
模
は
、

井
伊
直
弼
襲
撃
の
た
め
桜
田
門
外
へ

と
向
か
う

水
戸
浪
士

た
ち
が
集

結
し
た
場

と
し
て
も

知
ら
れ
て

い
る
。

土蔵相模跡	 E 品川区北品川1-22-17
	 E 北品川駅から徒歩3分（旧東海道 北品川本通商店街沿い）

 「
花
燃
ゆ
」と
京
急
沿
線

英
国
公
使
館
焼
き
討
ち

事
件
と
土
蔵
相
模

6



歌川広重《五十三次名所図会　二　品川》（国立国会図
書館蔵）。1855（安政２）年の品川の様子。桜の名所で
あった御殿山（手前）は大きく削り取られ、沖にはその土
で築かれた台場が見られる。この後、御殿山に英国公
使館が建設されていたが、完成前に焼き討ちに遭った。

1. ペリー公園	 E ペリー記念館／月曜（祝日に当たるときは翌日）・年末年始休
	 E 横須賀市久里浜7-14
	 E 京急久里浜駅から「野比海岸行」バス「ペリー記念碑」下車すぐ
	 E 浦賀駅から「千代ヶ崎経由京急久里浜駅」行き
	 　 バス「開国橋」下車徒歩5分

2. 叶神社（東浦賀）勝海舟ゆかりの井戸
	 E 横須賀市東浦賀2-21-25　E 浦賀駅から徒歩15分

3. 東禅寺	 E 港区高輪3-16-16　E 品川駅高輪口から徒歩10分

4. 済海寺	 E 港区三田4-16-23　E 泉岳寺駅から徒歩8分

1

23

4
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1

　
見
た
い
、
知
り
た
い
、
試
し
た

い
。
知
的
好
奇
心
旺
盛
な
皆
さ

ま
に
お
届
け
す
る「
大
人
の
讃

歌
」。
今
回
は
、
咸
臨
丸
ゆ
か
り

の
地
な
ど
を
訪
ね
、
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、

幕
末
の
浦
賀
の
歴
史
に
思
い
を

馳
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
蔵
の
多
い
浦
賀
は
鏝

絵
で
有
名
で
、
特
に
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
芸
術
的
な
作
品

を
残
し
た
石
川
善
吉
と
そ
の
息

子
や
弟
子
の
鏝
絵
が
、
い
く
つ

も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
伝
統
を
復
活
さ
せ

た
の
が
、鏝
絵
師
の
辰
巳
忠
志
さ

ん
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
特
別

に
、辰
巳
さ
ん
の
指
導
で
鏝
絵
づ

く
り
を
体
験
。
町
を
歩
き
な
が

ら
代
表
的
な
作
品
も
鑑
賞
し
、浦

賀
が
誇
る
優
れ
た
職
人
技
の
魅

力
に
触
れ
ま
す
。

ツアー催行日　6月4日（木） 4,600円［昼食付］ ※募集人数20名、最少催行人数10名

E 集合／8:40　浦賀駅改札口前　E コース／浦賀駅 ⇒ 浦賀郷土資料館（「鏝絵」づくり体験）＝ 観音崎
京急ホテル（地元野菜を使ったカレーの昼食）＝ 叶神社（東浦賀） ⇒ 徳田屋跡 ⇒ 浦賀の渡し（乗船）⇒ 鏝
絵見学 ⇒ 浦賀郷土資料館（咸臨丸や幕末についての講義）⇒ 浦賀駅（16:00頃到着予定）

［⇒は徒歩、＝はマイクロバスで移動］
※行程は主に徒歩移動となります。歩きやすい服装・靴でお越しください。※浦賀の渡しは天候により乗船できない場合があります。

E お問い合わせ／03-5767-9717（京急観光　平日10：00～17：00）
※お問い合わせはお気軽に。詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたします。事前にご確認のうえ、お申込みください。

横須賀市観光
ボランティアガイドの会
企画ガイドツアーのほか、依頼ガイド
にも応じています。
E yokosuka.kankoh-guide.com

幕末の浦賀めぐりと
浦賀の漆喰細工「鏝

こ て

絵」づくり体験

1. 浦賀の渡船。西浦賀と東浦賀を
結ぶ。
2. 辰巳さん主催の鏝絵教室の風景。
素材を彫るのではなく、漆喰を盛って
作り上げる。
3. 東福寺本堂正面軒下小壁の鏝絵

「鶴」。岩田辰之助の作品。
4. 勝海舟ゆかりの東浦賀の叶神社。

第 13 回

横須賀市

横須賀市観光
ボランティア

ガイドが案内！

4

3

2
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吉
田
松
陰

ペ
リ
ー
再
来
の
際

に
、
密
航
を
企
て
て

失
敗
。
そ
の
後
長
州
の
自
宅
内
に
松

下
村
塾
を
開
い
て
、
高
杉
晋
作
・
久

坂
玄
瑞
・
伊
藤
博
文
ら
幕
末
か
ら
明

治
に
活
躍
し
た
人
材
を
輩
出
す
る
。

開
国
に
反
対
し
、
安
政
の
大
獄
で
刑

死
し
た
。

高
杉
晋
作

松
下
村
塾
塾
生
。

下
関
戦
争
の
際
に

藩
士
以
外
の
農
民
や
町
民
か
ら
も
隊

士
を
募
集
し
て
奇
兵
隊
を
結
成
。後
、

藩
の
主
導
権
を
握
っ
て
長
州
藩
を
倒

幕
へ
と
導
く
。

小
田
村
伊
之
助
（
揖
取
素
彦
）

吉
田
松
陰
の
盟
友
で
、
妹
の
寿
と
結

婚
。
寿
の
死
後
、
松
蔭
の
も
う
一
人

の
妹
、
文
と
再
婚
し
た
。
明
治
維
新

後
は
初
代
群
馬
県
令
と
な
る
。

桂
小
五
郎
（
木
戸
孝
允
）

西
郷
隆
盛
と
の
間
に
薩
長
同
盟
を
結

び
、
討
幕
運
動
を
先
導
。
明
治
維
新

後
は
、
廃
藩
置
県
を
断
行
す
る
な
ど

政
府
の
中
心
人

物
と
し
て
活
躍

し
た
。

伊
藤
俊
輔
（
博
文
）　

松
下
村
塾
塾

生
。
攘
夷
運
動
、
倒
幕
運
動
に
参

加
す
る
。
明
治
維
新
後
は
、
内
閣
制

度
の
創
設
や
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制

定
な
ど
に
尽
力
。
初
代
総
理
大
臣
と

な
っ
た
。

久
坂
玄
瑞　
松
下
村
塾
塾
生
。
吉

田
松
陰
の
妹
、
文
と
結
婚
。
藩
論
を

攘
夷
に
導
く
。
長
州
藩
の
京
都
で
の

勢
力
回
復
を
目
指
し
会
津
・
薩
摩
藩

と
京
都
御
所
の
蛤
御
門
で
戦
う
が

（
禁
門
の
変
）、
破
れ
て
自
刃
す
る
。

井
上
聞
多
（
馨
）　

攘
夷
運
動
、
討

幕
運
動
に
参
加
。
明
治
維
新
後
は
、

第
一次
伊
藤
内
閣
の
大
蔵
大
臣
と
な
っ

て
欧
化
政
策
を
進
め
、
鹿
鳴
館
を
建

設
し
た
。

勝
海
舟

蘭
学
・
西
洋
兵
学

に
通
じ
、
幕
府
の

軍
艦
奉
行
な
ど
と
し
て
海
軍
育
成
に

尽
力
す
る
。
幕
府
が
鳥
羽
・
伏
見
の

戦
い
で
維
新
政
府
軍
に
敗
れ
た
後
、

西
郷
隆
盛
と
会
見
し
て
江
戸
城
無
血

開
城
に
成
功
し
、
江
戸
の
町
が
戦
場

と
な
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
た
。

井
伊
直
弼　
彦
根
藩
主
。
江
戸
幕
府

の
大
老
と
な
り
、
日
米
修
好
通
商
条

約
な
ど
安
政
の
五
カ
国
条
約
に
調
印

す
る
。
開
国
に
反
対
す
る
一
派
を
安

政
の
大
獄
で
弾
圧
。
こ
れ
に
怒
っ
た
水

戸
藩
浪
士
ら
に
、
江
戸
城
桜
田
門
外

で
暗
殺
さ
れ
た
（
桜
田
門
外
の
変
）。

佐
久
間
象
山　
信
州
、
松
代
藩
の
兵

学
者
・
洋
学
者
。
江
戸
・
神
田
に
塾

を
開
き
、
吉
田
松
陰
、
勝
海
舟
、
坂

本
龍
馬
ら
、
幕
末
の
多
く
の
逸
材
が

学
ん
だ
。
開
国
論
を
唱
え
た
こ
と
か

ら
、
攘
夷
派
に
暗
殺
さ
れ
た
。

攘
夷　
攘
と
は
「
打
ち
払
う
」「
退

け
る
」
の
意
味
で
「
夷
」
と
は
異
民

族
、
外
国
人
の
こ
と
。
儒
学
の
排
外

思
想
だ
が
、
幕
末
の
異
国
船
到
来
に

よ
っ
て
、
実
際
に
外
国
を
撃
退
す
る

運
動
と
な
っ
た
。
天
皇
を
尊
ぶ
尊
王

論
と
結
び
つい
て
、
討
幕
運
動
の
思
想

と
な
っ
た
。

咸
臨
丸　
江
戸
幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に

発
注
し
て
建
造
し
た
軍
艦
。１
８
６
０

（
万
延
元
）
年
の
遣
米
使
節
の
随
行

艦
と
し
て
渡
米
。
勝
海
舟
は
軍
艦
操

練
所
教
授
方
頭
取
と
し
て
乗
船
し
、

艦
長
の
役
割
を
担
っ
た
。

人
　
物

 ［
長
州
藩
］

 ［
幕
府
・
そ
の
他
］

写
真
は
全
て
国
立
国
会
図
書
館
蔵

用
　
語

わ
か
る
！ 

幕
末
人
物
・用
語
解
説
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「
花
燃
ゆ
」
で
第
54
作
目
を
迎
え

る
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
。「
花
燃
ゆ
」

に
も
登
場
す
る
井
伊
直
弼
は
、
１

９
６
３
（
昭
和
38
）
年
の
大
河
ド

ラ
マ
第
１
作
、「
花
の
生
涯
」
の
主

人
公
で
も
あ
る
。
横
浜
の
掃か

も
ん部
山

公
園
に
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約

を
締
結
し
た
井
伊
直
弼
を
記
念
し

て
造
ら
れ
た
銅
像
が
、
開
港
地
・

横
浜
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
立
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
坂
本
龍
馬
は
、
１
９
６

８（
昭
和
43
）年
の「
竜
馬
が
ゆ
く
」

と
、２
０
１
０（
平
成
22
）年
の「
龍

馬
伝
」
の
主
人
公
で
あ
る
。
土
佐

藩
は
立
会
川
駅
近
く
に
下
屋
敷
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
黒
船
の
再
来
に

備
え
て
浜
川
砲
台
を
造
っ
た
。
龍

馬
も
こ
こ
で
沿
岸
警
備
に
就
い
た

こ
と
に
ち
な
み
、
北
浜
川
児
童
遊

園
に
龍
馬
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
。

掃部山公園

─ 読者コーナー ─

なぎさの広場
写真＆エピソード募集！

北浜川児童遊園

掃部山公園の名称は、井伊直弼
の官職、掃部頭にちなんだもの。
桜の名所として知られ、春には
多くの花見客が訪れる。公園の
一角には横浜能楽堂がある。

次号から、読者の皆さまからお寄せいただいたエピソード、作品、情
報などを紹介する新コーナーが始まります！　第１回のテーマは「夏
休みの思い出」。京急沿線で過ごした夏休みの写真とエピソードをお送
りください。掲載された方には、京急オリジナルグッズをプレゼント
します。

※写真・原稿の返却はできませんのでご了承ください。写真は、紙焼き、デジタル画像のほか、紙焼きをスキャンしたデジタル画像、紙焼きを撮影したものでも結構です。※エピソー
ドは誌面の都合上、手を加えることがございます、ご了承ください。※誌面には、お住まいの場所（市・区まで）とお名前またはイニシャルを掲載いたします。
※ご住所や電話番号等は、採用された方への連絡やプレゼントの発送にのみ使用させていただきます。

20歳の若き龍馬の姿を表した銅
像。高知県桂浜にある龍馬像を
修理した際に出た銅が一部使わ
れた、桂浜の像の兄弟像である。

E 横浜市西区紅葉ケ丘57
E 戸部駅から徒歩12分

E 品川区東大井2-25-22
E 立会川駅から徒歩2分

  
京
急
沿
線

幕
末
の 

あ
し
跡

│
井
伊
直
弼
と
坂
本
龍
馬

ＮＨＫ大河ドラマの主人公ゆかりのスポット

●応募要項／写真に50字程度のエピソードを添え、①郵便番号・
住所・電話番号（携帯電話も可）、②氏名・年齢、③本誌の入手場
所、④氏名掲載不可の場合はイニシャル、⑤今号の感想をご記入
の上、郵送または電子メールでお送りください。

●締め切り／4月20日（月）必着
●宛先／〒108-0074　港区高輪3-25-23　京急第２ビル３Ｆ　
(株)京急アドエンタープライズ　『なぎさ』589号「なぎさの広場」係
E-mail : nagisa.hiroba@keikyu-ad.co.jp 

第1回テーマ
 「夏休みの思い出」

新コーナー告知
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食通 ゆたか
E 大田区羽田4-22-9　E 03-3741-2802　E 穴守稲荷駅から徒歩5分
E 昼：11:30～14:00（L.O.13:30）、夜：17:00～21:00（L.O.20:00）
E 火曜、第２水曜定休

INFORMATION

　

穴
守
稲
荷
近
く
に
店
を
構
え
る
食
通 

ゆ
た
か

の
名
物
は
、
身
厚
の
穴
子
１
本
半
を
中
は
ふ
ん
わ

り
、
衣
は
さ
っ
く
り
と
揚
げ
た
「
穴
子
天
重
」。

多
摩
川
か
ら
流
れ
こ
む
真
水
と
海
水
が
混
ざ
り
合

う
遠
浅
の
羽
田
沖
は
、
え
さ
が
豊
富
で
江
戸
時
代

か
ら
良
質
の
穴
子
が
捕
れ
る
こ
と
で
有
名
で
し
た
。

　
「
今
年
で
創
業
４２
年
」
と
い
う
ゆ
た
か
で
す
が
、

多
摩
川
の
水
が
き
れ
い
に
な
っ
た
３０
年
ほ
ど
前
か

ら
、
穴
子
を
は
じ
め
と
す
る
羽
田
沖
の
魚
に
こ
だ

わ
っ
て
店
で
出
す
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

羽
田
周
辺
の
工
事
の
た
め
に
、
こ
こ
数
年
は
羽

田
沖
に
魚
が
あ
ま
り
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
が
、
ご
主
人
は
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
く
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。と
は
い
え
、「
腹

の
皮
が
金
色
に
光
っ
て
い
る
」
と
い
う
東
京
湾
の
お

い
し
い
穴
子
は
健
在
で
、
今
は
朝
獲
れ
た
新
鮮
な

穴
子
を
仕
入
れ
て
、
店
に
出
し
て
い
る
の
だ
と
か
。

ほ
か
に
東
京
湾
で
獲
れ
た
ぼ
さ
え
び
の
か
き
揚
げ

を
ご
飯
に
乗
せ
た
「
ぼ
さ
天
重
」
も
人
気
と
の
こ

と
。
江
戸
前
の
新
鮮
な
魚
を
味
わ
い
に
、
訪
れ
た

い
名
店
で
す
。

地元の
逸品
vol.25
大田区

新
鮮
な
江
戸
前
の
味
を
楽
し
む

食
通 

ゆ
た
か
の  

穴
子
天
重

「穴子天重（赤だし付）」（1,490円：税込）。昼
時には、小ぶりの穴子を使った「ランチ穴子天重
（赤だし付）」（980円：税込）もある。
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3

1

2
神奈
川駅

4

品川▶

◀横
浜

滝の川

1

15

宮前商店街（旧東海道）
青木橋 1905（明治38）年に開業した「反町」

を青木橋下付近に移転して、1930（昭
和5）年3月29日に「青木橋」として
開業。直後の4月6日に「京浜神奈川」
（二代目）に、1956（昭和31）年4
月20日に「神奈川」と改称。以前は
京急では珍しい洋風の駅舎だった。
1999（平成11）年には、関東の駅
百選に選定された。

神奈川駅の歴史

E 横浜市神奈川区神奈川１丁目

神奈川台場跡4

M
AP

　
神
奈
川
駅
周
辺

は
か
つ
て
東
海
道

の
神
奈
川
宿
と
し

て
栄
え
た
町
。
一

帯
の
旧
東
海
道
沿

い
は
「
神
奈
川
宿

歴
史
の
道
」
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い

て
、
ガ
イ
ド
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
歴

史
散
歩
が
楽
し
め
る
。

　
〝
神
奈
川
駅
駅
舎
〟
も
、
１
９
９

２（
平
成
4
）年
の
改
築
時
に
は「
歴

史
の
道
」
に
ち
な
ん
で
清
水
の
舞
台

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
な
っ
た
そ

う
。
ど
こ
が
清
水
寺
？
と
思
っ
た
が
、

青
木
橋
か
ら
ホ
ー
ム
を
見
下
ろ
す
と

納
得
。
駅
舎
下
に
懸
造
の
柱
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
た
。

　

駅
か
ら
す
ぐ
の
宮
前
商
店
街
は

旧
東
海
道
。
商
店
街
中
程
の
〝
洲

“浦島寺”慶運寺（上）。
石碑の台座は何と亀！（下）。

清水の舞台をイメージした、神奈川駅駅舎。

浦
島
太
郎
伝
説
が
残
り

旧
東
海
道 

神
奈
川
宿
の

面
影
を
残
す
歴
史
あ
る
町

普通電車の旅

「神奈川駅」はココ！

品川駅から［29分］：京急本
線快特（下り）で京急川崎駅
→エアポート急行（下り）で神
奈川新町→各駅停車で２駅
横浜から［1分］：京急本線

（上り）各駅停車で１駅
横須賀中央駅から［45分］：
京急本線快特（上り）で横浜
→各駅停車（上り）で１駅
※所要時間は日中、快特利用の場合です。

43 京急本線

神奈川駅

神 奈 川 新 町

仲 木 戸

横　　浜

戸　　部

神 奈 川

神奈川台場跡

ひと駅ごとに行きたいまち
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3

1

2
神奈
川駅

4

品川▶

◀横
浜

滝の川

1

15

宮前商店街（旧東海道）
青木橋

E 横浜市神奈川区青木町5ｰ29

洲崎大神3

M
AP

E 横浜市神奈川区高島台１-２

本覚寺2

M
AP

E 横浜市神奈川
区桐畑2
E 045-321-3744
E 10:00〜18:30
E 夏・冬季水曜、
年末年始休

	 ガーデンセンター横浜と
	 「GREEN BONDS CAFÉ yokohama」
1

M
AP

崎
大
神
〟
は
、
源
頼
朝
が
創
建
し

た
と
い
う
由
緒
あ
る
神
社
だ
。
洲

崎
大
神
の
横
の
坂
を
上
っ
て
い
く

と
そ
こ
は
戦
国
時
代
に
合
戦
場
と

な
っ
た
権
現
山
。
現
在
は
〝
幸
ヶ

谷
公
園
〟
と
な
っ
て
い
る
。

　

神
奈
川
宿
の
寺
は
幕
末
の
開
国

当
時
は
諸
外
国
の
領
事
館
な
ど
と

な
り
、
商
店
街
沿
い
の
〝
甚
行
寺
〟

は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
、
滝
の
川
沿

い
の
〝
浄
瀧
寺
〟
は
イ
ギ
リ
ス
領

事
館
に
充
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
滝

の
川
を
渡
り
、
京
急
線
線
路
の
高

架
を
く
ぐ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
領
事

館
で
あ
っ
た
〝
慶
運
寺
〟
が
あ
る
。

　
こ
の
慶
運
寺
、
浦
島
太
郎
が
乙
姫

様
か
ら
い
た
だ
い
た
と
い
わ
れ
る
菩

薩
像
（
子
年
の
み
開
帳
）
が
伝
わ
っ

て
お
り
、「
浦
島
寺
」
の
異
名
を
も
つ
。

神
奈
川
宿
一
帯
は
、
浦
島
太
郎
伝
説

の
残
る
地
域
で
も
あ
る
の
だ
。

　
さ
て
、
滝
の
川
沿
い
に
国
道
15
号

を
渡
っ
て
横
浜
港
方
面
に
行
く
と
、

か
つ
て
険
し
か
っ
た
権
現
山
の
土
を

削
っ
て
築
か
れ
た
〝
神
奈
川
台
場
跡
〟

が
あ
る
。
こ
の
辺
り
は
懐
か
し
さ
を

感
じ
る
路
地
と
そ
の
背
後
に
そ
び
え

る
高
層
建
築
が
コ
ラ
ボ
し
た
風
景
を

見
な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
い
。

　
神
奈
川
駅
に
戻
り
青
木
橋
を
渡
る

と
、
曹
洞
宗
の
〝
本
覚
寺
〟
が
あ
る
。

同
寺
に
は
開
港
時
ア
メ
リ
カ
領
事
館

が
置
か
れ
、
山
門
に
は
領
事
館
員
が

塗
っ
た
ペ
ン
キ
の
跡
が
！

　
散
歩
の
終
わ
り
は
、
以
前
か
ら
車

窓
か
ら
見
え
る
看
板
が
気
に
な
っ
て

い
た
サ
カ
タ
の
タ
ネ
直
営
店
、〝
ガ

ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー
横
浜
〟
へ
。
き
れ

い
な
季
節
の
草
花
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が

上
が
り
店
に
入
る
と
、
お
し
ゃ
れ
な

雰
囲
気
の
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
Ｓ 
Ｃ
Ａ
Ｆ
É 

ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｍ

ａ
」
が
あ
っ
た
の
で
、
一
休
み
。
そ

し
て
新
鮮
な
野
菜
や
横
浜
生
ま
れ
の

加
工
品
を
売
る
青
果
売
り
場
「
サ
カ

タ
マ
ル
シ
ェ
」
で
お
土
産
を
買
っ
て
、

帰
り
の
電
車
に
乗
っ
た
。
昔
こ
の
辺

り
を
行
交
っ
た
旅
人
や
外
国
人
の
姿

に
思
い
を
馳
せ
る
一
日
だ
っ
た
。

桜の季節の幸ヶ谷公園
（2013年3月撮影）。

神奈川駅
周辺MAP

ガーデンセンター横浜

本覚寺
（旧アメリカ領事館）

洲崎大神
幸ヶ谷公園

浄瀧寺
（旧イギリス領事館）

甚行寺
（旧フランス公使館）

慶運寺
（旧フランス領事館）

店頭と、カフェで人気の「王様トマトカレー」
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京急沿線の新着 ＆ おでかけ情報TOW N  I NFORMAT ION

STAFF　editor Kyoko Kokubo, design HDO, writer Ayumi Nagai, photo Shiro Komatsu, Mitsuru Hirokawa 

台湾鉄路管理局×京急電鉄

京急電鉄

京急電鉄は２月、台湾鉄路管理局（台鉄）と友好協定を
結びました。現在、羽田空港と台北松山空港間は一日８
便が就航。台湾からの訪日客数は、昨年過去最高の約
283万人を記録しました。また、羽田空港国際線ターミ
ナル駅は多くの訪日台湾
人の皆さまにご利用いた
だいており、国際線ター
ミナル内京急ツーリスト
インフォメーションセン
ターをご利用の外国人の
うち、最も多いのが台湾
の方であるなど、京急電

鉄は、訪日台湾人の方々にとって、徐々に身近な鉄道と
なっています。両者はともに1948年に設立され、河津
桜の観光名所をもつなど共通点も多くあります。これを
契機に各種取組みを通じ、日台間の交流人口の増大を目
指してまいります。

京急電鉄オフィシャルサイトKEIKYU WEBがリニューアルしました。新しいウェ
ブサイトでは、京急沿線のお得な情報が集まった「ピックアップ京急」コーナーや、
京急イエローハッピートレインの運行情報も配信！
また、４月30日までにKEIKYU WEBメンバーズ会員にご登録いただくと、事
前登録限定の待受画面や施設割引クーポンなどの特典も。さらに抽選でけい
きゅんに会えるスペシャルイベントにご招待するイベントや、ホテル グランパシ
フィック LE DAIBA宿泊券などが当たるキャンペーンを実施中です。

日台間、両者沿線の交流人口増大を目指し
台鉄と京急が有効鉄道協定を締結

KEIKYU WEBがリニューアル！
宿泊券などが当たるキャンペーン実施中

E 京急のイベントやキャンペーンの
　 情報をお届けします！

KEIKYU WEBメンバーズなら
E 京急線運行情報が受け取れます！
E 会員限定企画に参加できます！

E www.keikyu.co.jp
（アドレスは従来のまま、スマートフォン
にも対応）

イベント情報
沿線の

オススメ情報
ウォーク
開催情報

鉄道運行
情報

協定締結を記念して
掲出したポスター。

交通新聞社

人気の私鉄やエリアを紹介
するコンパクトサイズの写真
絵本、スーパーのりものシ
リーズAに「けいきゅうので
んしゃ」が 仲 間 入り。「 新
1000形（表紙）」をはじめ、

「KEIKYU BLUE SKY 
T R A I N 」「 K E I K Y U 
YELLOW HAPPY TRAIN」
など人気の高い車両を多数掲載しています。

スーパーのりものシリーズA第２弾、
「けいきゅうのでんしゃ」できました！

E 	本体600円（税別）
E 	03-6831-6622（交通新聞社販売部）

PRESENT A畠山記念館

三井物産創始者・茶人の益田鈍翁
が、大師会茶会のきっかけとなった
弘法大師筆「崔子玉座右銘」を入手
して今年で120年。茶会記をもとに、
昭和12年の信長・秀吉・利休を意識
した豪華な道具組を再現します。

畠山即翁の大師会茶会
―井戸茶碗信長の取り合せ

E 4月4日（土）～6月14日（日）
※月曜休（ただし５月４日（月・祝）は開館、７日（木）と８日（金）は休館）

E 	10：00～17：00（入館は16：30まで）
E 	一般700円、学生500円、中学生以下無料　団体割引あり
E 都営浅草線高輪台駅から徒歩５分
E 03-3447-5787
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川崎事業所の工場見学で人気を集める味の素（株）が、
創立100周年を記念して「味の素グループうま味体験
館」をオープン。地域との共生を目指し、隣接地には認
可保育所や住民憩いのカフェも着々と準備中。４面スク
リーンを使ったシアター、充填・包装体験ができる体験
ルーム、料理教室用のキッ
チンスタジオなどを備え、
スケールアップした工場見
学をお楽しみいただけます。

称名寺

長崎ビードロ会（長崎市人会）トライアングル×京急電鉄

幻想的な薪能を、称名寺の美しい浄
土庭園を背景に開催。演目は櫻間右
陣による能「楊貴妃」と野村萬斎に
よる狂言「魚説法」。５月１日～６日ま
での境内ライトアップも見ものです。

長崎ビードロ会では、昭和の日に
ハタ（凧）あげ大会を開催。今年
もハタあげ教室、ミニ凧の無料配
布（小学生以下先着100名）、龍

（じゃ）踊りなどを実施。チャンポ
ン、皿うどん、カステラなど長崎
特産品も販売します。

無人島 猿島に隠れた「カクレヨン」を、パンフレットに
あるヒントをもとに探し、15体を見つけると、抽選で10
名さまに３万円が当たる！また、猿島航路三笠発券所で
パンフレット購入時「よこすか
グルメきっぷ」ご提示で大人
2,000円を400円引。さらに

「よこすかグルメきっぷ特別
ミッション」クリアで、記念品
も。この機会に猿島探険へ！

美しい浄土庭園を背景に
幻想的な薪能のひとときを

“長崎ハタ（凧）あげ大会 in 東京”開催猿島謎解きプログラム「カクレヨン」
「よこすかグルメきっぷ」でおトクに挑戦！

E ５月６日（水・振休）16：30（開場）、17：30（開演）
E 前売券／S指定席5,000円・A指定席4,500円、当日券（自由席）
／5,000円　※前売券はチケットぴあまたは専用電話080-5190-9559・080-

5186-4407（ふみくらの仲間たち）。当日券は雨天を除き称名寺で販売。

E 称名寺境内特設能舞台（金沢文庫駅から徒歩12分）
※雨天の場合は金沢公会堂

E 045-788-7804（金沢区役所地域振興課）

E 4月29日（水・祝）9:30〜14:30　※荒天時は5月17日（日）に順延

E 場所／六郷土手・大田区多摩川緑地区民広場
E 六郷土手駅から徒歩10分
E 参加費／無料　※ハタ（凧）、よま（凧糸）は実費配布

E 長崎市東京事務所03-3591-7600（前日まで）
　 福砂屋03-3793-2938（当日荒天時の問い合わせのみ）

E 〜４月19日（日）9:00〜15:30
E 猿島航路の運航情報 046-825-7144（トライアングル）
E よこすかグルメきっぷ　03-5789-8686 （京急ご案内センター） 

PRESENT B

次号は…… 6月1日（月）発行予定です

はがきに　①A〜C賞のうちご希望の賞品、②郵便番号・
住所・電話番号、③氏名・年齢、④本誌の入手場所、⑤今
月号で面白かった記事、⑥本誌についての感想をご記入の
うえ、ご応募ください。

締め切りは、
4月20日（月）必着　
※当選者の発表は、賞品の発送
をもって代えさせていただきます。

宛先／〒１０８-0074
港区高輪3-25-23　京急第2ビル3F

（株）京急アドエンタープライズ
『なぎさ』５89号 プレゼント係

交通新聞社写真絵本
スーパーのりものシリーズA

「けいきゅうのでんしゃ」
10名さま

A

京急オリジナルグッズ
5名さま

C

称名寺薪能
5月6日（水・振休）17:30開演
S指定席ご招待券
2組4名さま

B

PRESENTS

味の素

大師線・鈴木町駅前に
「味の素グループうま味体験館」オープン

E 4月27日（月）オープン　E 大師線・鈴木町駅前
E フリーダイヤル0120-003-476（味の素（株）川崎事業所）

www.keikyu.co.jp
「京急まちWeb」は2015年３月31日をもってサービスを終了いたしました。これまで京急まちWebで配信していた「沿線
マガジンWeb book」バックナンバーは、引き続き、京急電鉄オフィシャルサイト「KEIKYU WEB」でお楽しみください。15



（平日7:30〜21:00 土・日・祝日9:00〜17:00）

京急線の時刻や運賃など京急に関するお問い合わせは

※営業時間は変更になる場合がございます。
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